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　　　　　　Fig．6
5．結　　　　語
1）石英の石鹸浮選において尿素は活剤として有効であり，石鹸と尿素のモル比が1：2のと
き最良の気泡摘出が行われた。
2）チオ尿素は活剤として更に有効であり，石鹸とチオ尿素の比が1：1のとき最良の気泡摘
出が行われた。
3）石英の石鹸浮選において活剤として尿素を使用した場合も，叉チォ尿素を使用した場合も，
叉チオ尿素を使用した場合も，鏡鉄鉱，黄鉄鉱に対する分離性には大差がない。
4）尿素叉はチオ尿素を活剤として石鹸浮選を行なった場合，石英と長石は大きな分離性を示
す。
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